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は じ め に

ミスジマイマイ Euhadra peliomphala （以下ミス

ジ）は千葉県房総半島から静岡県東部にかけて生息

する半樹上性の陸産貝類として知られ（東，1995），

県内においては東部一帯（富士川以東）を中心に南

アルプス周辺の山岳地帯まで分布している．陸産貝

類の多くは，同種であっても地域によって殻の色彩

や形状，大きさなどに著しい変異が観察され，外部

形態による分類では種の同定に混乱をきたすことも

多い．特に本種に関しては，県内において色帯（殻

の巻き方向に平行する線状の模様）や殻の地色に地

域変異が著しいことで知られており（増田・波部，

1989；Hayashi and Chiba, 2004），ミスジの亜種と

してシモダマイマイ E. p. simodae（以下シモダ）

やクノウマイマイ E. p. kunoensis （以下クノウ）が

報告されているが，陸産貝類の同定形質として重要

な生殖腺の形状に顕著な差は見られない（林・千葉，

2009）．このため Shimizu and Ueshima（2000）は，

房総半島から静岡県東部にかけての関東一帯に生息

するミスジ種群を対象としてミトコンドリア COI

を用いた分子系統解析から再検討を行い，ミスジ種

群全体に 5群の系統が存在することを明らかにし，

亜種として報告されたクノウについては独立種とし

て見なす結論を報告した．一方で，伊豆半島および

伊豆諸島を中心に研究を行ったHayashi and Chiba

（2000 ; 2004）は，mt16SrRNA を用いた分子系統
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Fig. 1 Map showing the four sampling stations of the E. 
peliomphala species complex in the basin of the 
Abe River, Shizuoka Prefecture, Japan.

 St. 1, Aibuchi; St.2, Hirano; St. 3, Okusenmata; 
St. 4, Umegashima; －－－, prefectural border. 
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解析から 4群の系統を報告し，南伊豆に生息するシ

モダマイマイが近接する生息地のミスジとは異なる

色彩パターンを有することも報告している．このよ

うに本種群では生殖腺形態に変化が乏しいものの，

殻の外部形態に加え，遺伝学的にも分化の途中経過

ともいえる複雑な様相を呈しており，種分化に至る

プロセスを研究する点で特に注目されている．

これらの報告における解析には含まれてはいない

が，静岡県中部を流れる安倍川水系を中心とした河

川沿いにもミスジマイマイ種群が生息しており（増

田・波部，1989；Kato et al., 1989），一般的なミス

ジと同様に 1234 型の色帯に火炎彩を有する型から，

0000 および 0204 型の色帯を有するクノウに一致す

る型も生息しているほか，一部地域では同所的に殻

Fig. 2 Shells of the representative specimens of the E. peliomphala species complex.
 A－B: Kunou form collected from Aibuchi, C－D: Kunou form collected from Hirano, E: Misuzi form collected   

Okusenmata, F: Kunou form collected from Okusenmata, G: Misuzi form collected from Umegashima. 
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経の異なる 2群が存在するなどの興味深い事象が観

察できる．

本稿では調査区のすべてを把握するに至っていな

いが，前述の分子系統解析に加え，外部形態につ

いての報告も筆者の知る限りでは存在していないの

で，静岡県中部を流れる安倍川の上流域に生息する

ミスジ種群の外部形態について報告し，本種群に関

する生態解明の一助としたい． 

調査区および方法

標本個体の採集は成貝を対象とし，2014 年 5 月

～ 8 月（2014 年 5 月 22 日，6 月 12 日，7 月 9 日，

8月 1 日）に静岡県中部を流れる安倍川水系沿いの

相淵（St. 1），平野（St. 2），奥仙俣（St. 3），梅ヶ島（St. 

4）で行った（Fig. 1）．採集個体は生鮮時に煮沸し

て肉抜きを行い，殻は色帯と殻の地色を観察し，増

田・波部（1989）の分類に従って 1234 の色帯を持

つ個体をミスジ型，0000 および 0204 の色帯を持つ

個体をクノウ型として別箇記録した．また殻径と殻

高についてもM形標準ノギス（Mitutoyo 社製）で

計測した．測定後の殻は乾燥標本として保存し，軟

体部は 100%エタノールに液浸し保存した．

なお文章中に使用したミスジ種群の種名について

は，Shimizu and Ueshima（2000）およびHayashi 

and Chiba（2000）の結果を考慮し，外部形態の特

徴によって分けられる便宜的なものとして扱った．

結果および考察

採集個体の計測結果をTable 1 に示す．今回確認

された安倍川水系沿いに生息するミスジマイマイ種

群の外部形態は，St. 1 において色帯が 0204（Fig. 

2A）または 0000（Fig. 2B）のクノウ型で，地色は

Fig.3 Relationship between shell diameter and height for the two forms of E. peliomphala  species complex from 
Okusenmata.

Table 1. Shell－diameter and shell－height of E. peliomphala species complex in 2014.
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黄褐色を呈し，殻径 38.0 － 43.0 mm（Mean ± SD, 

40.0 ± 2.1 mm），殻高 21.0 － 24.1 mm（22.4 ± 1.3 

mm）であった（n=15）．St. 2 においては 0204 の

クノウ型で，地色は黄褐色（Fig. 2C）または茶褐

色で時に火炎彩を有し（Fig. 2D），殻径 39.8 － 44.0 

mm（40.7 ± 1.2 mm），殻高 19.8 ± 23.4 mm（21.3

± 1.5 mm）であった（n=13）．St. 3 においては

0204（Fig. 2F）のクノウ型か 1234（Fig. 2E）のミ

スジ型で，地色は黄褐色または茶褐色で時に火炎彩

を有し，クノウ型の殻径が36.2－42.1 mm（38.6±1.8 

mm），殻高 19.9 － 23.1 mm（21.6 ± 1.5 mm）で

あり（n=12），ミスジ型は殻径 40.1 － 48.1 mm

（44.5 ± 2.3 mm）， 殻 高 20.8 － 23.6 mm（21.8 ±

1.2 mm）であった（n=8）．St. 4 においては 1234

のミスジ型で，地色は黄褐色で火炎彩を有し（Fig. 

2G），殻径 35.2 － 39.1 mm（36.5 ± 2.0 mm），殻経

17.8 － 21.9 mm（20.1 ± 1.7 mm）であった（n=8）．

本調査では 1234 型の個体が St. 3 および St. 4 に

おいてのみ確認され，地色と比較して明瞭な帯と火

炎彩を有する形態は山梨県大武川で報告されている

大型のミスジ（船窪，1961）と類似しており，0000

および 0204 の色帯を有するクノウに類似した個体

とは様相が異なる印象を受ける．仮に前者をミス

ジ型とし，後者をクノウ型として区別すると両者が

共に確認できる調査区は St. 3 に限られ，同調査区

においてはミスジ型の殻径（40.1 － 48.1 mm, n=8; 

Fig. 2E）がクノウ型（36.2 － 42.1 mm, n=12; Fig. 

2F）よりも大きい傾向にあった（Mann－Whitney 

U test, p=0.05, u=22.0; Fig. 3）ほか，生息環境にお

いても前者は河川沿いの岩石帯で確認され，後者は

林床や樹上で確認されるなどの相違点があった．

今回報告したミスジ種群の変異に限らずマイマ

イ属の多くは，同種であっても殻の色帯や地色，

大きさに多様な変異がみられる．これらに関して

は進化生物学の観点から盛んに研究が行われてお

り，色彩多型と生息環境の関係（Cain and Currey, 

1963a, b）や色彩多型と遺伝子の関係（Davison, 

2000a, b; Davison and Clarke, 2000; Hayashi and 

Chiba, 2004），殻型の形態的分化と種分化（Ueshima, 

1993）などが存在する．これらの研究では，色彩や

殻形態の変異が起こるプロセスとして捕食者による

頻度依存的選択（例えば集団の中で最も出現頻度の

高い殻色を選択して捕食する）や異種・同種間競争

による生息地分化など，生態面からの影響が指摘さ

れているが，残念ながら具体的な生態的知見は不足

している．

安倍川流域におけるミスジ種群の色彩や殻の大き

さは，どのような要因に影響されているのだろうか．

特にSt. 3 においては，殻径の異なる 2型の存在や生

息地の相違など，興味深い事象を確認したが考察を述

べるに得ない．今後はデータの不足を補うとともに，

生態学的観点からも基礎的知見の集積を考えている． 
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